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　総合文化研究所の「10年」が、「歴史」を編めるほどの内容をもつものであるかどう
かは人によって意見がわかれよう。それに「10年」がそもそも「歴史」といえるほど
長いものでもなく、その上「10年」が終わったばかりの時期となれば、「歴史」という
言葉を冠することに対する違和感もより大きくなるかもしれない。
　実は、こうした感覚は『十年誌』を構想した段階でわたしたち自身が抱いたもので
もある。それで「史」を「誌」に変えつつも、できるだけ「史」を追求しようとした
のには、二つの理由がある。一つは、この「10年」の間に研究所設立前後の経緯を知
る人々の多くが退職し、知らない人々の割合が多くなったことである。「現在」とは、
決して自然にそうなったものではなく、由あってそうなるものであり、人々のさまざ
まな判断や思い、そして何よりも、良くも悪くも具体的な営みが織り交ぜられた結果
なのである。それを現在の構成員が共有することは、新しく出発するための重要な前
提となるはずである。
　二つ目に、まさにこの10年は、大学をめぐる外的状況が厳しさを増していく中で、
大学が「生き残り」をかけて奔走してきた時期でもあったが、その過程は文字どおり
「奔走」であって、残念ながら「生き残り」という言葉にふさわしい「激闘」ではなか
ったという思いがわたしたち自身に強くあるからに他ならない。
　外的状況が、それへの対応次第では、まさに生きるか死ぬかというほど緊迫したも
のならば、己が「生き残る」ことにどれだけ意味があるのか、そして、己には生き残
るに値するほどの内容と質がどれだけあるのか、などの自己省察は、避けて通れない
根本的な作業になるはずである。それなしの「生き残り」は、仮にそれが可能だとし
ても、そこに、雇われている者たちの「食いつなぎ」以外の意味はないだろう。
　わたしの稿で後述するように、今回の作業は、乏しい資料状況という制約の中での
試みにならざるをえず、不本意ながら不十分なものにならざるをえなかった。また、
いくら客観的な記述を心かけたとしても、この作業に直接かかわった者たちの主観的
な思いが色濃くなる部分もあるだろう。これらを批判する中で、己を省み、その中か
ら「生き残り」のための何かを生みだす人々が現れるのであればそれ以上の喜びはな
い。わたしたちが、非力を顧みず、あえて『十年誌』に取り組んだのもそのために他
ならない。
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